
 
 

２０１８年  

いちかわＴＭＯアドバンス講座  

発表会  

 
 

本⽇はお忙しい中、いちかわ TMO アドバンス講座発表会にお越し頂き、 
誠にありがとうございます。 

新たな「まちづくりのリーダー」として『いちかわＴＭＯアドバンス講座』を修了する 
１２名による発表会を、下記のプログラムで⾏います。 

 ⽇常⽣活や地域活動から新たな課題を発⾒し、⾃らの専⾨性も活かして、 
従来とは異なる視点から、イノベーティブなアイデアやビジネスプランを発表します。 

いちかわ発の地域創造の息吹をぜひご⾼覧ください。 
 
 
 

【⽇ 時】 ２０１８年 7 ⽉１４⽇(⼟) １０：００〜１６：３０ 
【場 所】 全⽇警ホール（⼋幡市⺠会館） 第３会議室 
【主 催】 NPO 法⼈いちかわライフネットワーククラブ（共催 市川市） 

 
 
  

本⽇の発表資料は、 
いちかわライフネットワーククラブ・⼈づくり事業部 

ホームページに掲載されています。 
https://www.i-lnc.jp/syuuryou-happyou/ 

 

 

 

 



 

＜  プ  ロ  グ  ラ  ム  ＞  
 

司会 いちかわライフネットワーククラブ ⼈づくり事業部⻑  松本 浩和 

10:00〜10:10    ： 主催者挨拶 

10:10〜12:10  【第 1 部 受講⽣発表会 前半】  

1. 川⽥  史郎 ： 市川市のひきこもりをゼロに「ひっきーのいばしょ」 
2. ⾈橋  惠⼦ ： ⾈橋  惠⼦のプロデュースする "ほっ" として⽸ 
3. ⻄   公⼦ ： ドゥーラが寄り添う「産前産後ケア」 
4. 恩⽥  僚之 ： スマートウォッチによる介護イノベーション  

〜スマートケアラーとは〜  
5. 武下 美由紀 ： ⾷のワクワク研究室 
6. 三原  由紀 ： ⽣き⽅を⽀えるお⾦の使い⽅ 〜あなたの夢と未来に寄り添う〜  

 
12:10〜13:10           〜〜 昼⾷ 休憩 〜〜 
 
13:10〜15:10  【第 1 部 受講⽣発表会 後半】 
 

7. ⽊村  洋介 ： 介護サービスからの卒業を「プラチナ市川プラン」 
8. ⼭本  聡⼦ ： 農的健康プログラム【グリーンジム】の役割と普及 
9. 鈴⽊  雄⾼ ： いちかわ情報ハブ構想 
10. 松原 真由美 ： ⼈間の悩みの全ては⼈間関係であるというアドラー⼼理学に 

基づく松原マユミの介護相談室  
〜実⺟との確執を乗り越えて⾒えてきた私の介護〜 

11. ⾼宮   務 ： いちかわ「市内クラウド」の実現へ向けて 
12. 原   貴幸 ： 遊びノススメ 

 
15:20〜16:20  【第 2 部 ゲストプレゼンテーション】 

 
テーマ：江⼾川放⽔路を通じたまちづくり 

ゲスト 
国⼟交通省 関東地⽅整備局 江⼾川河川事務所 専⾨官  松本  在 ⽒ 

株式会社カワナベデザイン ⼀級建築⼠事務所 川鍋 明弘 ⽒ 
TMO 修了⽣ 第１回、第９回市川景観賞受賞者 横川 貞夫 ⽒ 

【ファシリテーター】 いちかわライフネットワーククラブ 副理事⻑  熊野 健志 

 

 
 

終了後、懇親会（会費制）がございます。 
どなたでもご参加頂けます。ご希望の⽅は、受付までお申し付け下さい。 
場所：JR 本⼋幡駅北⼝ロータリー、パティオ内「カウカウ」  

 



 

 

【第 1 部 受講⽣発表会 前半】          

◆ 川⽥ 史郎 
『市川市のひきこもりをゼロに「ひっ
きーのいばしょ」』 
⼈⼿不⾜を背景に「ニート・ひきこもりの
問題は解決した」という⾒⽅がある⼀⽅、
３年以上の⻑期ひきこもりは増加している
と⾔われています。そんな中、解決策を模
索する当事者も多くいるため、そんな⼈た
ちが集い、みんなで解決策を模索する場を
市川に作ってみたいと考えています。 

 
◆ ⾈橋  惠⼦ 

『⾈橋 惠⼦のプロデュースする "ほっ" 
として⽸』 
介護や⼦育てに悩んだり、誰にも⾔えない
ことで眠れない夜を過ごしたことってあり
ませんか？ ⼤丈夫ですよ♡ あなたが
今、苦しんでいることって、あなたが⼈類
で初めて悩んでいることではありませんか
ら･･･ きっと答えは⾒つかります。「"ほ
っ"として⽸」で、⼀緒に答えを探しまし
ょ♡♡ 

 
◆ ⻄ 公⼦ 

『ドゥーラが寄り添う「産前産後ケ
ア」』 
幸せって何でしょう？ ⾚ちゃんは私たち
が「⽣きる意味」を再認識させてくれま
す。初めての妊娠、出産。それは夫婦の
絆、そして代々繋がる命の絆を実感するこ
とでもあります。お⼀⼈お⼀⼈違うからこ
そ、⺟となる⼈に合う環境を、関わる⼈全
員で整えることが⼤切です。産後ケアの専
⾨職「産後ドゥーラ」がサポートさせてい
ただきます。 

◆ 恩⽥ 僚之 
『スマートウォッチによる介護イノベ
ーション 〜スマートケアラーとは
〜 』 
⼈⼿不⾜と⾔われている介護職。その中で
も、若者が働いている姿を⾒かけません。
そこで、スマートウォッチを使い介護の⼈
⼿不⾜を補っていきたいと考えています。
また、それにより介護の品質を向上させ、
利⽤者様に寄り添った介護を⾏いたい。 
 

◆ 武下 美由紀 
『⾷のワクワク研究室』 
⾷に関⼼の低い⼈が多く、⾷の⼤切さが忘
れられて、⾷材への感謝の念が失われてい
ます。⾷に関する知識と⾷を選択する⼒を
養い、健全な⾷⽣活を実践する。それが健
全な⼼と⾝体を培い、豊かな⼈間性を育む
基礎となるものです。⾷についての学ぶ場
をつくり、未来につなぎます。 

 
◆ 三原 由紀 

『⽣き⽅を⽀えるお⾦の使い⽅ 〜あ
なたの夢と未来に寄り添う〜 』 
社会で⽣きるにはお⾦との関わりは避けら
れません。⼈⽣にかかるお⾦は２億円以上
とも⾔われますが、私たちはお⾦の教育を
受けないままこれらのお⾦に⽇々対処をし
ています。「⽣き⽅を⽀えるお⾦の使い
⽅」は、家計・教育費・住宅など個⼈のお
⾦について相談を⾏うことで、あなたの夢
と未来に寄り添い市⺠⽣活をサポートしま
す。  



 

 

【第1部 受講⽣発表会 後半】 
 

◆ ⽊村 洋介 
『介護サービスからの卒業を「プラチナ市
川プラン」』 
介護サービスを利⽤している⽅々の中には、
元気な頃の⽣活から変化してしまった結果、
そのサービスに依存してしまっている傾向が
あります。今回、市川の⼈材や資源を活⽤す
ることで、そうした⽅々が再び輝き、いきい
きとした⽣活を送る仕組み「プラチナ市川プ
ラン」を提案いたします。介護サービスから
の卒業を⽬指します！ 

 
◆ ⼭本 聡⼦ 
『農的健康プログラム【グリーンジム】の役
割と普及』 
からだの不調を未然に防ぐための⼿段。これから
は「スポーツジム」から「グリーンジム」へ？！
植物のもつ⼒を知り、畑コミュニティーで笑い、
⾃然の中で⼼⾝を解放する。。。新感覚の健康づ
くり『グリーンジム』プログラムを、これまでの
活動体験を交えて提案します。きっと「元気への
近道」に多くの⽅が気づくことでしょう。 

 
◆ 鈴⽊ 雄⾼ 

『いちかわ情報ハブ構想』 
地域で過ごす時間が⻑くなる「⼈⽣ 100 年時
代」には、近所に仲間がいることや、近隣で
活動する団体や個⼈を知ることで、地域での
⽣活が楽しく充実したものになります。「い
ちかわ情報ハブ」は、通常は交流する可能性
が低い個⼈や団体のつながりを⽀援するウェ
ブ・サイトで、ウェブ上や対⾯で交流する機
会を創出することで、地域⽣活を充実させる
ことに貢献します。 

 

◆ 松原 真由美 
『⼈間の悩みの全ては⼈間関係である
というアドラー⼼理学に基づく松原マ
ユミの介護相談室 〜実⺟との確執を
乗り越えて⾒えてきた私の介護〜 』 
介護は突然始まります。私の場合もそうで
した。最初は苦しく⾟かった。そんな私
が、親⼦それぞれの⼈⽣を⼤切に笑顔で介
護ができている！ それは…実⺟との関係
を調えることができたから。私の経験や、
相談を受けた⽅々の声から⾒えてきた私の
介護についてお伝えします。 

 
◆ ⾼宮 務 

『いちかわ「市内クラウド」の実現へ向け
て』 
社会の少⼦⾼齢化や⾼度情報化が進み新し
い働き⽅が模索される中、幸福度の重要な
要素として「つながり」が指摘されていま
す。本発表では、クラウドソーシングの仕
組みを市⺠⽬線で再構築した「市内クラウ
ド」を提案し、市川市において「顔の⾒え
るつながり」を強めつつ「⾃⼒で稼げる市
⺠」を増やし、「仕事の地産地消」が実現
する事を⽬指します。 

 
◆ 原 貴幸 

『遊びノススメ』 
みなさん、最近、何して遊んでいますか?
⼦どもは、誰に⾔われるでもなく、遊びま
す。しかし、⼤⼈はどうでしょう。遊びは
⼦どもの特権なのでしょうか。いいえ、⼤
⼈こそ、暮らしに遊びを取り⼊れるべきと
私は考えます。遊びの処⽅により、⽣活の
豊かさにどんな影響を及ぼすのか。⼀緒に
研究してみませんか？ 

 


